
第５３４回番組審議会報告 

開催日  ： 令和 7年 2月 26日（水） 

場所   ： 山形グランドホテル 

出席委員 ： 柳谷豊彦 委員長／中川愛美 委員／堀内史子 委員／兼田徳幸 委員 

齋藤義紀 委員／佐藤善哉 委員／中村 出 委員／岡崎彌門 委員 

議事内容 ：◎社側報告 

1．挨拶   横沢代表取締役社長 

◎審議事項 

1． 番組・視聴率関連 黒須 取締役編成業務局長兼番組審議会事務局長 

2． 報道・制作関連  後藤 取締役メディア情報局長 

3． 番組合評 

◇ 「キャイ～ンの探究！山形元気カンパニー」 

令和 7年 1月 18日（土）15:30～15:55 放送 

担当：メディア情報センターコンテンツ担当 

 ディレクター 武田 佳宏 

◎その他 

内容：  

山形テレビの第 534 回番組審議会が開かれ、1 月 18 日（土）に放送した「キャイ～ンの探究！山形

元気カンパニー」を合評しました。この番組は山形県内企業の先進技術やデジタル推進企業の取組な

どを地元大学と連携して学ぶ産学連携番組で、県内の大学生がリポーターとして企業を訪問、ウド鈴

木さんを始めとする生徒たちに「先進技術」をわかりやすくプレゼンし、楽しく学ぼうという教養バ

ラエティです。1 月 18 日の放送は「画像認識システム」を様々な分野で展開し効率化を図る米沢市

の企業を紹介しました。   

委員からは、 

「こんな企業、こんな技術があるのかと興味深かった。」 

「大学生がリポーターとして、素朴な疑問をぶつけていて、視聴者の聞きたいことを代弁してくれる

ようだった」 

「開発に至る経緯や裏話をもう少し聞いてみたかった」 

「もう少し身近に感じられるよう、わかりやすく見るきっかけがあればよかった」 

「自分たちの企業がどうするかを考えるきっかけになった」 

「学生向けということだったが、経営者の立場からもキャッチーな内容だった」 

「県内の教育機関との連携が取れていてとても良い番組」 

「番組の主要ターゲットが分かりにくいと思った」 

「働いている技術者のバックボーンを紹介できれば、就職の参考になるし、家族からUターンの声掛

けにもつながるのではないか」などの意見が出されました。  

以上 


